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朝来市地域ケア会議の活動報告（地域ケア推進会議：地域課題を扱う会議体）２０２５年２月２１日資料 

  

NO 会議体 
目的・目標 

（介護保険事業計画） 

実施内容 

（4月～１月） 

目標に向かって 

前進したこと 
更なる課題 今後の予定 

１ 

地域づくり委員会 

 

(担当者) 

須磨正彦氏 

田路 遥 

藤原正浩 

【介護保険事業計画 P71】 

①「助けて」と言える地域づ

くり 

②地域住民が主体となった

つどいの場への支援 

③生活支援コーディネータ

ーの配置（1層 1人専任、

2層 4人兼務） 

◎市内の支えあい活動を「お

宝」とし、多くの皆さんに見

える形で発信するため「お宝

見える化マップ（支えあい活

動実践集）」を作成した。 

◎また、ぷちサロンやミニデイ

を紹介し、新規立ち上げの声

掛けをした。 

◎朝来市で初めてインフォー

マルな社会資源のデーター

ベースが作成できた。 

◎市内の支えあい活動を紹介

できる形にしたことで、グル

ープ同士のつながりや自分

たちもできることがないだ

ろうかと考えていただくき

っかけづくりができた。 

◎「お宝見える化マッ

プ（支えあい活動実

践集）」の活用。 

◎区長・民生委員・冊子掲載箇所・福祉事業所

に送付し周知する。 

◎他会議体にも配布し、「やってみたい」「聞い

てみたい」「つながりたい」ときには連絡を

いただき、地域資源につなぐ。 

◎ケアマネジャーが作成するケアプランに組

み込んでもらう等、地域の資源をより一層

活用できるようにしたい。 

２ 

在宅医療・介護

連携会議 

委員長 

柿沼亘氏 

 

(事務局) 

有馬真紀 

馬袋真理子 

 

ACPワーキング 

(担当者) 

有馬真紀 

馬袋真理子 

 

【介護保険事業計画 P67】 

介護予防・日常圏域ニーズ

調査で言葉も内容も知らな

いと回答する割合を 56.4%

以下にする。（本人が望む最

期を迎えることができる支

援体制を構築する） 

◎ACP ワーキングを立ち上げ、

委員でACPの概念の共有を行

った。 

◎ACP の実践において委員の

「うまくいった事例」「もや

もやした事例」や 12 月に実

施した医療・介護者対象アン

ケート結果からACPの現状把

握、課題の抽出を行った。 

◎医療・介護従事者の ACPの

現状把握・課題抽出ができ

た。 

・医療介護従事者の ACPに対

する認知度が 49％のみ（実

施率 28％） 

・ACPを実施するタイミングや

方法に戸惑いがある 

◎医療・介護従事者へ

の ACPの周知、及び、

実践方法の考案。 

◎医療・介護従事者対象の研修会（基礎学習・

事例検討等）の実施 

◎医療・介護従事者が活用できるガイドライ

ンや ACPシートの考案 

◎市民への普及・啓発（終活ワーキングとの連

携） 

ICTワーキング 

(担当者) 

足立里江 

藤原正浩 

 

【介護保険事業計画 P67】 

①医療と介護の連携促進 

・多職種のネットワークを

より促進していく 

・高齢者へ適切なケアを提

供する体制を作る 

◎医療と介護の連携にICTツー

ルを導入する。 

・小野市、神河町視察 

・ICTワーキング 3回開催 

・神河町 MCSを活用した連携発

表会へ参加（医師会、CM協会

役員、包括） 

◎導入に向けた検討 

・ツールの選定 

・使用方法の確認 

・ケアマネジャー協会と包括

の役割分担 

◎個人情報の保護等、

使用に向けたルー

ルづくりが必要 

◎ICT の使用方法の普

及 

令和 7年度 

◎ICTツール使用のためのガイドライン作成、

共有 

◎多職種を対象とした研修会の実施 
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NO 会議体 
目的・目標 

（介護保険事業計画） 

実施内容 

（4月～１月） 

目標に向かって 

前進したこと 
更なる課題 今後の予定 

３ 

終活ワーキング 

委員長 日下部圭子氏 

 

(事務局) 

足立里江 

山口小百合 

【介護保険事業計画 P66】 

寝たきりや認知症になった

ときの準備を何もしていな

い元気高齢者を50.9％から

40.9％へ減らす 

 

◎５月 「身寄りのない人を支

える資源マップ」の発行・

研修会 

◎６月終活サポーター公募 

６名養成 

◎８月「お終活のセミナー」 

◎終活講座の教材作成 

◎動画・チラシ作成（3月） 

◎終活サポーターが地域に出向

き終活講座を行う準備が整っ

た。 

◎市民セミナーアンケートより、

市民の興味関心は「１位：家や

土地の相続、２位：老後の費用

のシュミレーション ３位：最

期の迎え方」であることがわか

った 

◎また、市民は、「終活をしたい

けれど、何をすればいいのか分

からない」という状況であるこ

ともわかった。 

◎地域住民に対して

「終活の大切さ」を

普及する 

◎地域住民が希望にあ

わて個別に相談でき

る窓口を明確にす

る。 

◎終活サポーターと、

終活関連機関との連

携強化（空家、相続、

葬儀、墓等） 

◎令和 7年度 

・終活サポーターが、地域に出向いて「終活

講座」を実施する。 

・終活に関するチェックリスト（市民向け）

やカテゴリーごとの相談窓口一覧を作成

する。 

・終活サポーターと、相談窓口との連携を

はかる 

・ACPワーキングとの連携を図る。 

４ 

脳耕会 

委員長 谷口更武氏 

 

(担当者) 

藤原正浩 

田路 遥 

【介護保険事業計画 P75】 

◎本人・家族と地域、専門職

で支援をつなぐ仕組みづく

り 

◎途切れない支援と本人視点

の社会参加のできる地域づ

くりの推進 

◎認知症者本人と家族とのよ

りよい関係づくりの調整を

行う「認知症の本人と家族の

一体的支援プログラム事業

※」を実施 

◎脳耕会開催（9月） 

・上記事業を受託しているさ

くらの苑から、認知症一体的

支援プログラムの報告して

もらい、進捗状況を共有し

た。 

・本事業を市内で広めていく

ための検討を行った。 

◎認知症疾患センターと専門職、

包括との連携が強化できた 

◎「認知症の本人と家族の一体的

支援プログラム事業※」では、9

組の利用者が活動を継続でき

た。 

◎認知症一体的支援プ

ログラムを市内で広

げるための検討 

◎MCI の方への支援に

ついて、本人視点の

社会参加等の課題が

ある。 

◎認知症基本法施行に伴う市町の計画策定 

◎認知症予防も介護予防の一つと捉えて、

認知症施策のビジョンを介護予防事業を

検討する中で一体的に組み立てる。 

５ 

介護予防・総合事業の 

充実に向けた検討会 

委員長 渡邊拓郎氏 

 

(担当者) 

加茂川裕子 

田路 遥 

【介護保険事業計画 P85】 

◎介護予防・生活支援サービ

スの推進 

・元気高齢者の通いの場の確

保 

◎検討会を３回実施し、各委

員から高齢者のニーズやそ

れぞれの立場から感じるこ

と、できそうなこと等、意

見を出し合った。 

◎11 月にデイサービス事業

所説明会を開催。国県の動

向や総合事業のあり方につ

いて説明し、意見交換を行

った。 

◎検討会を通じて、元気高齢者を

増やす、要支援の人を要介護に

しないようにするためには、元

気な人へのアプローチ（入口）

が重要と再確認できた。 

◎その中でもまずは、市独自の要

支援、フレイルの方への施策を

立てることを結論付けた。 

◎暫定措置である現行相当サー

ビスのあり方について市内通

所介護事業所に説明が行えた。 

◎委員の意見として、

元気高齢者、フレイ

ル予防施策について

も並行して考えてい

く必要があると言わ

れているため、今後、

元気高齢者施策の整

理、協議が必要。 

◎優先順位を決め計画的に進めていく必要

がある。今回は介護予防の中でも緩和基

準型に絞って検討していきたい。 

◎ゆくゆくは移動支援についても検討が必

要。 

※認知症と本人と家族の一体的支援プログラム事業・・認知症の人とその家族が、「対話」や「作業」

を一緒に楽しむことにより、普段見られない表情に触れ、話しあい、お互いの思いやズレを調整する

場をサポートする。このことにより、本人と家族の関係性の再構築を支援し、介護負担の軽減や、本

人の望む暮らしが長く可能になることを目指すものである。 
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